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 シリーズ全体 

〔 1 〕器械接続音と観測終了音について一部未対応であった器械種類にも拡張対応した。 

（LN-100/LN150 については接続時ガイドライト点灯可能） 

 

 基本観測（TS基本観測/RTK基本観測） 

〔 1 〕結線観測：既知点上または後方交会法による器械点設置を省き、簡易な観測を可能とするよう修正。 

     器械点設置を行わず結線観測を選択した場合、以下の画面が表示されます。 

     各値が[0]のまま、または任意の値を入力し、[OK]と進みます。 

    
〔 2 〕誘導：標高観測を優先とする機能を追加。「誘導（標高）」 

     敷地や広場の整正で用いられる丁張（トンボ）等、標高観測を重視し平面精度を要求しない場合に使用します。      

計画高は座標参照または数値入力で設定します。オフセットが必要な場合は、その値を入力します。 
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〔 3 〕縦断計画入力：区間距離（長さ L）による測点算出が、ブレーキ要素条件によって行われない場合がある現象を修正。 

〔 4 〕路線計算・縦断計算：中間点算出方法を測点名から求める方法から、累加距離を使用して求める方法に変更。 

〔 5 〕縦断計算：開始測点がマイナスの場合、求点間隔通りに計算出力されない場合がある現象を修正。 

    開始測点がマイナス測点で、終了測点までの中間点算出回数にズレが発生した場合。 

〔 6 〕IP・片押・主要点片押（中間点計算）：条件により求点通りの中間点が正常に算出できない場合がある現象を修正。 

    開始測点の＋距離が 0 では無い場合の一定の条件下。 

〔 7 〕図面への書き込みで、横断図に現況横断を一時出力できない場合がある現象を修正。 

 

 TS出来形 

今回はありません。 

 

 TS出来形データ確認Viewer 

今回はありません。 


